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国⽴⼤学図書館のRDM⽀援⼒強化に向けて
（国⽴⼤学図書館協会資料委員会オープンサイエンス⼩委員会 令和4年度活動計画）

⼤学のポリシー策定を⽀援 RDM⽀援業務の設計と図書館職員による実践

背景︓2025年までに、機関リポジトリを有するすべての⼤学は研究データマネジメントに関するガバナンスのあり⽅について定めたデータポリシーを備える必要（令3 統合イノベーション戦略推進会議）

RDM⽀援活動の事例分析と共有
海外先進⼤学のRDM⽀援事例を

例として⽇本国内の⼤学／図書館へ
の適⽤・応⽤⽅策を探り、国⽴⼤学
図書館全体で共有

RDMのための標準技術の普及

策定段階等に応じた課題解決を促進

各国⽴⼤学のRDMポリシー策定状況、図
書館の関与状況、課題等を調査・分析
→国⼤図協ウェブサイトで公開（9/14）

国⽴⼤学図書館が各⼤学の研究データ管理・公開に実質的に貢献

図書館職員のスキル向上例）ポリシー原案起
草のための懇談会

例）未着⼿⼤学のた
めの先⾏事例勉強会

例）分野別情報交換
会（教育系など）

例）ポリシー実効性
確保の⼿法検討会

Research Data Alliance編「データ管理で研
究者と協⼒するために : クックブック」掲載
事例等を対象とし、海外のRDM⽀援実務担当
者へのインタビューを実施（予定） 専⾨職種”Data Steward”

（ワーニンゲン⼤学）

研究分野ごとの国際標準
メタデータ規格の解説⽂
書を⽇本語化・共有

研究データに適切なメタデータを付し
て国際流通性を⾼められるよう、研究
者への助⾔・補助




